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『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
樺
補
訂

㈲

●

1
七
五
番

白
眉
易

｢
韓
の
西
邦
の
秋
'
馬
造
に
寄
贈
す
｣
｢
風
荷

老
葉
請
保
線
'
水
蓉
洩
花
寂
実
紅
｣

ち
ゆ
う
ち
つ

○
元
和
元
年

(
八
〇
六
)
の
秋
'
作
者
三
五
歳
'
京
兆
府

整

産

院

(挟

西
省
周
至
儒
)
城
の
西
郊
で
の
作

(花
房

･
朱
)｡

常
屋
煤
尉
在
任
｡

若

き
(-
)

屋
煤
は
'
都
長
安
の
西
南

一
百
三
十
里
に
あ
る
畿
韓
の
名
｡
終
南
山
の

く
ま

北
麓
に
位
置
し
'
牌
の
名
は

｢
山
の
曲
を
害
と
日
ひ
'
水
の
曲
を
屋
と

日
ふ
｣
こ
と
に
由
来
す
る

(『
元
和
郡
縮
図
志
』
巻
二
や
'
『長
安
志
』
巻
十
ヽ

八
な
ど
)
｡
た
だ

『虞
韻
』
下
平
聾

･
尤
第
十
八
'
害
の
保
に
は

｢
水
曲

ヽ

目
暫
'
山
曲
日
産
｣
と
あ

っ
て
'
二
字
の
解
樺
が
全
-
逆

で
あ

る
｡

(2
)

『贋
韻
』
の
ほ
う
が
む
し
ろ
古
義
に
か
な
う
と
も
さ
れ
る
が
'
段
玉
裁

マ
マ

『説
文
解
字
江
』
十
篇
下
'
盤
の
保
に
は
'
啓
屋
を

｢
周
旋

･
折
旋
の

かわ

隈
借
｣
と
す
る
｡
要
す
る
に
'
牌
の
名
は
山
と
水

の
曲
折
に
ち
な
む
｡

北
宋
の
宋
敏
求

『
長
安
志
』
巻
十
八
'
啓
屋
牌
の
保
に
よ
れ
ば
'
鯖
城

植

木

久

行

の
大
き
さ
は

｢
周

(周
囲
)
五
里
飴

一
百
二
十
五
歩

(約
三
キ
ロ
)'
(班

た
か

ほり

壁
の
)
崇
さ
二
丈
二
尺

(約
六
二
ハ
メ
ー
ト
ル
)'
壕
の
深
さ

一
丈

三
尺

(約
四
メ
ー
ト
ル
)｣
で
あ
る
｡
儒
城
レ
ベ
ル
の
構
造
と
し
て
は
'
濠
が

(3
)

異
常
に
深
い
｡
こ
れ
は
'
吐
蕃
の
騎
兵
に
封
す
る
防
禦
強
化
の
た
め
ら

し
い
｡
自
居
易
の
就
い
た
粁
尉
の
職
掌
は
'
軍
な
る
警
察
署
長
'
も
し
-
ほ

検
察
官
で
は
な
い
｡
中
轄
以
下
で
は

一
人

の
尉
が
令

(照
の
長
官
)
を

補
佐
し
て
粁
政
全
般
を
柁
括
す
る
が
'
上
梓
以
上
で
は

｢
戸
口
の
按
比

･
賦
役
の
催
願
と

い

っ
た
民
生
の
仕
事
を
培
普
す
る
司
戸
培
皆
の
尉

と
'
刑
獄
'
す
な
わ
ち
警
察

･
裁
判
の
事
務
に
従
事
す
る
司
法
培
常
の

尉
｣
に
分
か
れ
'
韓
政
を
補
佐
し
た
｡
白
眉
易
の
難
産
尉
は
'
前
者
の

と
七
rt

司
戸
捨
富
の
尉

で
あ

る
｡
詳

し
-

は
砺

波

護

『唐
代
政
治
政
令
史
研

(4
)
究
』
第

Ⅱ
部
第

一
章

｢唐
代
の
醗
尉
｣
参
照
｡
ち
な
み
に
'
畿
韓
の
儒
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尉
ほ
二
人
'
官
晶
は
正
九
品
下
｡

○
〔寄
胎
〕

自
詩
に
は
'
さ
ら
に
三
例
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
詩
題
に

見
え
る

(『索
引
』)｡
し
か
も
'
｢
宣
武
の
令
狐
相
公

〔楚
〕'
詩

を
以

て

ヽ
ヽ

寄
贈
せ
ら
れ
'
呉
中
に
博
播
す
.
･

･･｣
詩

(雀
E
'
後
集
巻
7
'
蘇
州
で
の

作
｡
宣
武
軍
節
度
使
の
治
所
は
汗
州
〔河
南
省
開
封
市
〕)
は
'
明
ら

か

に
寄

(人
に
託
し
て
遠
方
の
人
に
詩
文
や
物
な
ど
を
贈
り
と
ど
け
る
)
の
意
味
で
あ

り
'
他
も
同
例
｡
つ
ま
り
'
自
詩
の

｢
寄
贈
｣
は

｢
寄
｣
を
二
音
節
化

し
た
言
葉
で
あ
り
'
こ
の
意
味
で
前
田
侯
爵
家
所
蔵
俸
二
俣
馬
氏
筆
本

ヽ

な
ど
が
'
詩
題
を

｢
騒
西
郊
秋
寄
馬
造
｣
に
作

る

の
が
注
目
さ
れ

る

(『校
異
和
漢
朗
詠
集
』)
｡
要
す
る
に
'
作
者
は
馬
造
に
向
か
っ
て
直
接
'

詩
を
贈

っ
た
の
で
は
な
い
｡

○
〔馬
造
〕

朱

『年
譜
』
(
三
七
頁
)
は

｢
馬
連
の
弟
か
｣
と
推
測
し

た
が
'
同

『
室
校
』
で
は
自
説
を
少
し
改
め
て

｢
馬
連
の
昆
仲

(兄
弟
)

(5
)

輩
か
｣
と
す
る
｡
他
方
'
王
拾
遺

｢
元
棋
主
要
交
渉
考

(下
)｣
は
'
元

3E･E

損
の

｢
天
壇
上
境
｣
詩

(巻
十
六
)
の
題
下
自
注
'

貞
元
二
十
年
五
月
十
四
日
'
夜
宿
天
壇
石
陸
側
｡
十
五
日
得
暫
屋

馬
連
少
府
書
'
知
予
遠
上
天
壇
'
困
以
長
句
見
謄
'
篇
末
偽
云

｢
蛋

漠
試
馬
訪
金
丹
｣
'
困
於
壇
上
達
磨
.

に
着
目
し
て
い
う

(少
府
は
鯨
尉
の
別
稀
)'

貞
元
二
十
年

(
八
〇
四
)
五
月
'
馬
連
は
暫
屋
騎
尉
に
在
任
し
て
い

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
梓
補
訂
的

(
植
木
)

BE=
E

た
｡
元
和
元
年

(
二
年
後
の
八
〇
六
)
の
秋
'
自
居
易
は
啓
屋
牌
尉
に

韓
出
す
る
が
'
お
そ
ら
-
こ
の
馬
連
の
後
任
で
あ
る
｡
馬
連
が
な
ぜ

官
職
を
失

っ
た
の
か
'
は
っ
き
り
し
な
い
が
､
要
す
る
に
昔
時
'
非

常
に
苦
悶
し
て
い
た
｡
自
屠
易
に
は

｢
願
西
郊
秋
寄
贈
馬
造
｣
詩
が

あ
る
｡
こ
の
喋
は
暫
座
席
を
指
す
｡
秋
と
は
元
和
元
年

の
秋

で
あ

り
'
造
ほ
達
の
誤
り
で
あ
る
は
ず
だ
｡
自
詩
の
第
五
句
に

｢
我
は
匡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

遊
を
厭
ひ

君
は
失
意
す
｣
と
あ
り
'
そ
の
官
途
に
志
を
得
ぬ
事
態

が
生
じ
た
こ
と
を
物
語
る
｡
そ
う
で
な
け
れ
ば
'
｢
失
意
｣
と
い
う

表
現
を
用
い
る
は
ず
は
な
い
｡

と

(大
意
)｡

こ
の
王
説
は
'
朱
金
城
の
説
よ
り
も
注
目
に
値
す
る
｡
そ

れ
は
'
①

自
居
易
が
都
長
安
で
元
和
三
年

(
八

〇
八
)

か
ら
元
和
六
年

に

ヽ
ヽ
ヽ

到
る
問
に
作

っ
た

｢
馬
侍
御
の
滑
ら
る
る
に
答
ふ
｣
詩
に
見
え
る
馬
侍

(8
)

御
は
'
馬
絶

(花
房
英
樹
説
)

で
は
な
-
'
こ
の
馬
連
と
推
測
さ
れ
る
こ

と

(朱

『聾
校
』
巻
14
).

②

『文
苑
英
華
』
巻
二
五
八

(宋
版
)
に
は
'
馬
道

の
道

に
対

し

て
'
｢
『集
』
に
は
達
に
作
る
｣
と
荘
す
る
｡
こ
の
校
語
は
'
南
宋
の
彰

叔
夏
や
胡
何
ら
が
昔
時
通
行
の

『自
民
文
集
』
に
ょ
っ
て
校
勘
し
た
結

果
で
あ
る

(た
だ
し
'
南
宋
初
年
の
紹
興
刊
本
は

｢造
｣
に
作
る
)｡
異
文
の

｢
達
｣
は

｢
逢
｣
字
の
形
靴
と
も
考
え
う
る
こ
と
｡
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③

『
唐
才
子
博
校
等
』
巻
五
'

馬
連
の
候

(呉
汝
燈

･
胡
可
先
執
筆
)

の
考
護
に
よ
れ
ば
'
元
和

四
年

ご
ろ
'
馬
連
は

｢
貧

堪
ふ
べ

か
ら

ず
｣
(『唐
国
史
補
』
巻
中

｢求
碑
誌
救
貧
｣)
と
い
う
不
遇
な
状
況
下
に
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
｡

ヽ

の
三
割
を
考
慮
す
れ
ば
'
馬
道
を
馬
連
の
形
靴
と
す
る
王
説
は
'
少
-

と
も

7
説
と
し
て
成
立
し
そ
う
で
あ
る
｡
な
お
'
馬
連
に
つ
い
て
は
t

等
仲
勉

『
元
和
姓
纂
四
校
記
』
巻
七

(
六
七
六
頁
)
や
'
菅
,撒

｢
茂
陵

(9
)

才
子
馬

連

｣

な
ど
も
参
照
｡

○
〔詩
型
〕

本
詩
は
七
言
六
句
の
猫
特
の
詩
型
を
も
つ
｡
清
の
題
巽

『
駈
北
詩
話
』
巻
四
に
い
う
'
自
店
易
は
古
詩
や
律
詩
の
詩
型
に
対
し

ス
タイ
ル

て
'
滞
日
の
風
格
を
も
つ
様
式
を
多
-
創
造
し
た
が
'
こ
の

｢
六
句
に

(10
)

(ll
)

し
て
七
律

一
首
を
成

す
｣

詩
型
に
封
し
て
は
'
｢
青
蓮

(李
白
)
の
集

中

す
で

に
己

に
こ
れ
有
り
.
香
山

(白
居
易
)
は
最
も
多
き
も
'
そ
の
畦
は
又
た

一
な
ら
ず
｣
と
し
て
'

3:中
間
の
第
二
聯
の
み
封
句
で
あ
る
六
句
律
の
正
鎧
-
｢種
桃
杏
｣

(
巻

18
)

㈲
前
の
二
聯
が
対
句
‥
･
｢
感
楼
桃
花
'
困
招
飲
客
｣
(巻
18
)

何
第

一
聯
の
み
対
句
-

｢
蘇
州
別
｣
(巻
E
'
後
集
巻
7
)

仙
対
句
は
全
-
な
い
が
'
六
句
律
の
な
か
に
加
え
る
も
の
-

｢
板

橋
路
｣
(巻
19
)

の
四
種
に
分
類
す
る
｡
こ
れ
に
従
え
ば
'
本
詩
は
回
の

｢
六
句
律
の
正

(12
)

塩
｣
で
あ
る

(簡
野
道
明

『白
詩
新
得
』)｡
明
の
胡
震
亨

『唐
音
発
案
』

巻

一
'
膿
凡
に
は
'
｢
律
詩
に
五
言
小
律

･
七
言
小
律
有
り
｣
と
述
べ
'

さ
ら
に
次
の
ご
と
-
注
す
る
｡

厳
漁
浪

(刀
)
は
'
唐
人
の
六
句
詩
の
'
律
に
合
ふ
者
を
以
て
三

え
ん

韻
律
詩
と
構
L
t
昭
代

(明
代
を
指
す
)
の
王
弁
州
(世
貞
)
は
始
め
て

こ
れ
に
名
づ
け
て
小
律
と
為
す
と
云
ふ
.

た

厳
君
の
指
摘
は
'
そ
の

『治
浪
詩
話
』
詩
鰹

の
候

に
'
｢
律
詩
に
止

だ
三
韻
な
る
老
有
り
｣
と
見
え
る
｡
こ
う
し
た
説
に
よ
れ
ば
'
本
詩
は

三
韻
律
詩

(
た
だ
し
'
第

一
句
も
押
韻
)'
七
言
小
律
な
ど
と
も
呼
べ
る
わ(13
)

け
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
自
居
易
自
身
の
い
う

｢
小
律
｣
は
絶
句
を
指
す

の
で
注
意
を
要
す
る
｡
ち
な
み
に
'
六
句
詩
の
み
を
集
め
た
ユ
ニ
ー
ク

(14
)

な
絶
集
で
あ
る
陳
香
選
輯

『
三
韻
詩
三
百
首
』
は
'
作
品
を
五
言
三
顧

詩
と
七
言
三
韻
詩
に
二
分
し
て
収
め
る
が
'
七
言
の
三
韻
詩
三
七
首
は

五
言
の
三
韻
詩
三
〇
〇
首
の
約
八
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
｡
し
か
も
そ
の

31:TIS

牛
数
は
自
詩
で
あ
る
(十
七
首
0
本
詩
は
未
収
).
同
書
の

｢
琴
言
｣
に
い

う

､

六
句
詩
の
起
源
は
頗
る
早
-
'
五
言
の
六
句
詩
は
漢
に
始
ま
る
｡

他
方
'
七
言
の
六
句
詩
は
唐
代
に
始
め
て
現
わ
れ
る
が
'
五
言
の
六

句
詩
の
盛
行
も
や
は
り
唐
代
'
と
り
わ
け
中
唐

･
晩
唐

で
あ

る
｡



45

と

(要
約
)｡

○
〔風
荷
〕

｢
風

こ
ナ
ヒ
ク
'

ハ
チ
ス
｣
(『抄
注
』)｡
風
は
秋
風
｡
自

みど
ウ

LJわ

詩

に
は
'
さ
ら
に

｢
風
荷

翠

の

重
を

坊

ま

す
｣
(｢軍
刀
八
宗
簡
同
遊
曲

ひも
が
へ(16
)

江
後
'
･･･｣
詩
'
雀
5
)'
｢
風
荷

一
向
に

翻

る

｣

(｢孤
山
寺
遇
雨
｣
詩
'

奄
20
'
後
集
巻
5
)
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
.

〇
〔老
棄
〕

『抄
荘
』
に

｢秋
ノ
葉

ナ

ル

へ
シ
｣
と
あ
り
'
柿
村

『
考
謹
』
に

｢
秋
に
な
り
て
古
び
た
菓
｣

と

い
う
.
『
文
苑
英
華
』
に

は
'
｢
渚
か
作
業
｣
に
作
る
｡

○
〔蒲
候
〕

『
抄
注
』
に

｢
サ
ヒ
シ
キ
員
｣'
『
六
荘
』
に

｢
カ

ス
カ

ト
云
義
也
'
叉

ハ
'
シ
ホ
ム
義
也
｣
と
あ

る
｡
白
詩
の
愛
用
語
の
一

つ
｡
本
句
の
ほ
か
に
三
九
例
も
あ
り
(『索
引
』)'
そ
の
う
ち
､
｢寂
実
｣

ひと

と
封
す
る
用
例
も
'
本
句
の
ほ
か
に
五
例
あ

る
｡
｢
秋
意

一

へ

に
粛

ふ
た

保
､
離
容

雨

つ

な
が
ら
寂
実
｣
(｢寄
元
九
｣
詩
'
巻
9
)
は
'
そ
の
一

例
.
本
稿
五
〇
番
参
照
｡

自
詩

｢
秋
思
｣
(巻
細
'
後
集
巻
11
)

に
も
'

おも
む
き

すで

さ
と

｢諸
侯
た
る
秋
の

気

味

'

未
だ
老
い
ざ
る
に

己

に

深
-

語

る

｣
と
歌
わ

れ
る
よ
-
に
'
寓
物
み
な
衰
え
て
生
気
を
失
な
う
秋
の
わ
び
し
き
'
人

生
の
寂
家
感
を
た
た
え
た
言
葉

(畳
韻
)｡

O
｢水
蓉
〕

｢
水
蓮

二
生
タ
ル
'

タ
テ
｣
(『抄
注
』)｡
『急
就
篇
』
巻

二

に
封
す
る
顔
師
古
の
注
に
'
｢参
に
教
程
有
り
｡
薬
長
-
錬
-
し
て

みつ
た
で

ま
る

薄
く
､
水
中
に
生
ず
る
者
を

水

巻

と

日
ふ
O
薬

園

-

し
て
厚
-
'
揮
中

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
在
任
補
訂
的

(植
木
)

に
生
ず
る
者
を
滞
参
と
日
ふ
｡
-
｣
と
あ

る
｡

タ
デ

は
水
べ
に
群
生

A
..I

し
'
高
さ
は
約
四
五
セ
ン
チ
へ
秋
に
な
る
と
'
紅

や

白
の
穂
状
の
長
い

す
い
こう

くれ
な
ゐ

花
を
垂
れ
'
水

荘

花
と
も
い
う
｡
自
詩
に
は

｢
水
馨
の
冷
花

紅

に

し

モ
う

て
族

族

(群
が
る
さ
ま
)
た
り
｣
(｢竹
枝
詞
四
首
｣
其
三
'
巻
18
)'

｢秋
波

紅
参
の
水
｣
(｢曲
江
早
秋
｣'
巻
9
)
な
ど
と
あ
り
､
羅
膳
の
詩

(｢姑
蘇
城

南
湖
陪
曹
便
君
遊
｣)

に
も

｢
水
馨

花
紅
に
し
て

稲
穂
黄
な
り
｣
と

歌
わ
れ
て
い
る
｡

ヽ

○
〔浅
花
｣

塾
は
衰
･#

･
凋
残
の
意
｡
上
旬
の

｢老
葉
｣
と
封
を
な

し
､
盛
り
を
す
ぎ
て
生
気
が
な
く
'
傷
み
し
お
れ
る
さ
ま
を
い
う
｡
自

ヽ
ヽ

請

(｢首
夏
同
諸
校
正
連
関
元
軌
'
-
｣へ
巻
5
)
の

｢
風
は
清
し

新
薬
の

ヽ
ヽ

影
'
鳥
は
懲
ふ

残
花
の
枝
｣
の
例
も
同
じ
.
樺
慈
周

『
岩
原
詩
話
後

篇
』
巻

1
､
堀
塊
の
陳
に
'

蕉
中
節

(鐸
大
典
)
云
ク
'
残

ハ
残
傷
ノ
義

ニ
テ
'
ノ
コ
ル
ト
訓
ス

ル
ハ
'
傍
義
ナ
-
｡
和
俗

｢
ノ
コ
ル
｣
ヲ
正
訓
ト
シ
テ
'
捜
傷
ノ
本

義
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
｡

と
い
う
O
つ
ま
り
'
｢
チ
リ
ノ
コ
レ
ル
花
｣
(『抄
荘
』
や
柿
村

『考
諾
』)～

｢
散
り
洩

っ
た
花
｣
(大
骨
般
諸
や
西
村
富
美
子

『白
楽
天
』)
で
は
な
く

｢
そ
こ
な
ほ
れ
た
花
｣
(簡
野
道
明

『白
詩
新
帝
』)
を
意
味
す
る
｡
洩
字

の
解
樺
に
つ
い
て
は
'
本
稿
五

1
番
も
参
照
O
ち
な
み

に
'
『
文
苑
英

華
』
に
は

｢
開
耶
作
花
｣
と
あ
る
が
'洩
字
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
｡
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中
園
詩
文
論
叢

第
十

二
集

○
〔寂
実
〕

『
私
荘
』
に

｢
衰
負
｣
'
『
抄
江
』
に

｢
閑

ナ

ル
也
'
衰

タ
ル
意
也
｣
と
あ

る
｡
白
詩
愛
用
語
の

一
つ
(
五
〇
番
に
前
出
)｡
本
例

ゐ

しは

の
は
か
に
四
三
例
も
あ
る

(『索
引
』)｡
｢
寂
実
た
る
萎
紅

(萎
ん
だ
花
)

･'J

あ

低
れ
て
雨
に
向

り
｣
(｢情
牡
丹
花
二
首
｣
英
二
､
雀
14
)
は
'
そ
の
一
例
｡

○
『御
選
唐
宋
詩
醇
』
巻
二
二
は
'
本
聯
を
首
聯
と
と
も
に

｢
寓
景

お
も
む

は
斎
窓
の

致

き

を
棲
む
｣
と
評
す

る
｡
他
方
'
西
村
富
美
子

『
自
禦
▲ヽ

天
』
は
'
二
句
を
衰
え
ゆ
-
も
の
の
美
を
表
し
'
｢

は
か
な
さ
を
好
L

と
す
る
王
朝
貴
族
の
感
受
に
は
好
適
｣
で
あ

っ
た
と
許
す
る
｡

●

1
七
六
番

自
居
易

｢
階
下
の
蓮
｣

｢葉
展
影
銅
普
勧
月
'

花
開

香
散
人
簾
風
｣

○
元
和
十

一
年

(
八
一
六
)へ
作
者
四
五
歳
'
江
州

(江
西
省
九
江
市
)

の
官
舎
で
の
作

(花
房

･
朱

『毒
校
』)｡
江
州
司
馬
在
任
｡
昔
時
'
自
居

ば
ん

易
は
'
東
流
す
る
塩

水
が
長
江
へ
と
そ
そ
ぎ
こ
む
盆
浦
口
付
近
の
官
舎

に
住
み
'
州
庭
内
の
司
馬
藍
に
出
仕
し
て
い
た
｡
官
舎
の
位
置
は
'
江

(17
)

(18
)

州
城
西
門
外
の
'
長
江
に
の
ぞ
む
砂
岸
の
地
に
あ

っ
た
ら
し
い
｡
南
宋

の
王
象
之
撰

『
輿
地
紀
勝
』
巻
三

〇
㌧
江
州
'
白
居
易
宅

の
保

に
'

ヽ

｢
白
眉
易
馬
司
馬
暗
所
居
O
有
湖
'
居
大
江
之
防
｣
と
あ
る
が
'
湖
の

字
は
池
の
形
靴
で
あ
ろ
う
｡

自
居
易
は
着
任
の
翌
年

(元
和
十
一
年
)'

官
舎
の
敷
地
内
に
小

さ
な
池
を
作

っ
た
｡
｢
官
舎
の
内
に
新
た
に
小
池

う
が

を
整
つ
｣
詩
(雀
7
)
に
ょ
れ
ば
'
底
に
自
抄
を
し
き
'
青
石
で
か
こ
っ

ヽ
ヽ

た

1
丈
四
方
の
浅
い
池
で
あ
る
｡
詩
中
の

｢
簾
下
に
小
池
を
開
き
'
盈

ま
さ

た
く
は

盈
と
し
て
水
方
に
積
ふ
｣
の
句
は
'
本
句
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
｡

か
た
む

ま
た

｢
小
池
二
首
｣
(巻
7
)
其

二

に
は
'
｢
荷

(蓮
の
菓
)

側

き

て
清
霞

そ
そ

へい

を
潟
ぎ
'
洋

(浮
き
草
)
開
い
て
藩
魚
を
見
る
｣
と
歌
わ
れ
て
い
る
｡
本

詩
に
詠
ま
れ
る

｢
階
下
の
蓮
｣
も
官
舎
内
の

｢
簾
下
｣
の

｢
小
池
｣
の

蓮
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
｡

ふ

○
〔階
〕

『
(原
本
)
玉
篇
』
阜
部
第
三
五
四
に
'
｢
堂

(前
面
が
吹
き
ぬ

け
の
虞
間
｡
四
面
が
壁
の
も
の
は
重
)
に
登
る
所
以

の
道

な
り
｣
と
注
さ

れ
る
よ
う
に
'
お
も
に
正
房

(主
星
)
か
ら
中
庭

へ
降

り
る
三
段
前
後

(19
)

の
階
段
を
い
う
｡
中
国
建
築
史
編
集
委
員
禽
編

『
中
開
建
築
の
歴
史
』

(田
中
淡
詩
編
)
に
は
'

中
開
の
古
い
建
築
の
博
銃
的
な
平
面
配
置
に
つ

い
て
'敷
地
の
同
園
の
三
面
も
し
-
は
四
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
畢
賠
建
築
物

を
建
て
'
そ
の
中
央
に
中
庭

(院
子
)
を
形
成
す

る
｡
同
国
の
建
築

物
は
圭
と
し
て
中
庭
の
ほ
う
を
向
い
て
お
り
'
採
光

･
換
気

･
排
水

の
必
要
を
解
決
し
て
い
る
｡
中
庭
の
左
右
両
側
の
建
築
物
は
'

一
般

に
封
稀
的
な
配
置
を
と
る
｡

-
-

･

敷
地
の
四
周
に
は
'
闘
い
塀
も

し
く
は
岨
廓
な
ど
を
め
ぐ
ら
し
て
'
閉
鏡
的
な
空
間
を
形
成
す
る
O

(20
)

と
説
明
す
る

(十
七
頁
)｡
正
房
は
多
-
南
面
し
て
建
て
ら
れ
た
｡
要
す
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る
に
'
中
国
の
建
物

(住
宅
を
含
む
)
は
'

1
般
に
中
庭
を
か
こ
ん
で
'

コ
字
も
し
-
ほ
ロ
字
形
に
造
ら
れ

(
い
わ
ゆ
る
三
台
院

･
四
台
院
)へ
中
庭

へ
の
昇
り
降
り
に
階
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡
日
本
の
古
い
悌
寺

(21
J

の
建
築
配
置
も
'
明
ら
か
に
こ
う
し
た
中
園
の
建
築
様
式
を
租

形

と
し

て
い
る
｡

○
〔葉
展
〕

展
は
'
巻

か
れ

て

い
る
も
の
を
平
ら
に
の
べ
廉
げ
る

ヽ
ヽ
ヽ

意
｡
梁

の
劉
暖

の
詩

(｢江
南
可
探
蓮
｣)
に

r
巻
荷
労
欲
情
｣
と
歌
わ

れ
る
野

(
午
撃
)
と
同
意

(展
は
灰
聾
)｡
『
抄
注
』
に
い
う
'
｢

蓮

ノ
菓

ハ
'
始

ハ
巻
テ
'
後

ニ
ノ
ブ
ル
モ
ノ
ナ
レ
''ハ
'
カ
ク
云
也
｣
と
｡

○
〔首
勧
月
〕

富
は
'
｢
正
面

ニ
ア
リ
テ
少
シ
モ
ユ
ガ
マ
ヌ

コ
ト
｣

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(『諾
文
笠
蹄
』)｡
佐
久
講

に

｢
ま
と
も
に
勘
に
さ
す
月
｣
と
あ
る
｡
別
ヽ

の
白
詩

(｢初
到
郡
斎
'
寄
銭
湖
州

･
李
蘇
州
｣'
巻
20
)
に
も
'
｢
霧
後
富
樫

月
'
潮
来
満
座
風
｣
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
｡

せ
人
i,･,

き
ノ.I

○
〔勧
〕

切
り
そ
ろ
え
た
石
や
甑
瓦
を
す
き
間
な
-
し
き
つ
め
た
階

は
し

｢t
ぎ

段
｡
石
階

･
石
段

の
意
｡
従
来
'
｢
軒
下
の
敷
石
｡
水
限
り
の
意
｡
階

下
の
石
だ
た
み
'
階
莞
｣
(川
口
注
)
'
｢
階
下
の
石
だ
た
み
｣
(大
骨
板
江
)
'

｢
み
ぎ
り
'
軒
下
の
石
｣
(岡
村
繁

『自
氏
文
集
三
』
三
八
七
頁
)
な
ど
と

注
さ
れ
て
き
た
が
'

い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
本
句
の
勘
は
'
平
t八

の
面

(
二
六
封
)
か
ら
詩
題
の

｢
階
｣
(午
聾
)
と
同
意
の
L<
聾

(去
聾
)

の
字
を
用
い
た
も
の
｡
語
義
の
鮎
で
も
'
勘
は
階
と
代
替
で
き
る
字
で

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
樺
補
訂
尚

(植
木
)

(22
)

あ
る
｡
唐
の
程
遠
年
撰

『
東
名
苑
』
十
巻
の
逸
文

(『倭
名
額
栗
抄
』
二

十
巻
本
の
居
鹿
部

･
居
宅
具
'
楢
の
保
所
引
)
に
'
｢
初
'

一
名
階
｣
と
見

え
る
ほ
か
'

回

唐
の
神
龍
二
年

(七

〇｣ハ
)
ご
ろ
に
成
る
王
仁
的
撰

『
刊
謬
補
紋

切
韻
』
去
撃

･
十
三
第
へ
勘
の
候
に
二

七
計
反
'
階
｣

と
注

さ

れ
る
'

㈲

唐
の
慧
琳
撰

『
一
切
経
音
義
』
巻
十
二
二

天
質
横
径
第

二
十

せ
人

西
巻
｣'
階
勘
の
江
に
引
-
唐

の
張
議
の

『
考
聾

(切
韻
)』
に
'

｢
勘
'
墨
也
｡
勘
'
亦
階
也
｡
従
石
'
切
撃
也
｣
と
あ
る
'

義
訓
も
'
同
じ
唐
代
の
人
々
の
訓
話
で
あ
る
だ
け
に
参
照
に
値
す
る
｡

(23
)

要
す
る
に
へ
初
と
は
'
平
た
い
甑
瓦
や
石
の
端
を
切
り
そ
ろ
え
'
す
き

か
さ

間
な
く
重
ね
あ
わ
せ
'
敷
き
並
べ
た
階
段
を
い
う
｡
し
た
が

っ
て

｢
階

ヽ

ヽ
ヽ

下
や
軒
下
の
石
だ
た
み

(敷
石
)｣
で
は
な
-
'

『
類
衰
名
義
抄
』
(観
智

院
本
)
法
中

･
石
部
第
五
十

1
に
い
う

｢
イ
シ

ハ
シ
｣
(石
階
)
そ
の
も

の
を
指
す
と
い
え
よ
う
｡

ち
な
み
に
'
『説
文
解
字
』
(大
徐
本
)
巻
九
下
'新
附
字
に
は
'
｢
勧
'

階
禁
也
｣
と
あ
り
'
明
の
梅
鼎
所

『字
嚢
』
十
集
も
同
じ
で
あ
る
｡
こ
し

ゆ
う

の
義
訓
は
'
階
段
の
表
面
に
す
き
間
な
-
敷
き
つ
め
ら
れ
た
素
材
の

驚

(
1
定
の
形
に
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
た
敷
き
が
IP
b
や
平
た
い
石
)
そ

の
も

の

を
指
す
と
す
る
説
で
あ
る
｡
｢
勅
は
階
｣
と
す

る
字
訓
は
'
こ
の
階
変
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中
開
詩
文
論
叢

第
十
二
条

(24
)

(階
石
･
勘
石
)
の
引
申
義
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
0
た
だ
'
皆
川
洪
園
『賓

字
解
』
宮
室
門
'
初
の
陳
に
は
'
｢
『説
文
』
に
階
髪
也
と
注
す
｡
し
か

れ
ど
も
勘
は
も
と
変
又
は
石
の
し
き
目
'
な
ら
べ
た
る
目
'
か
さ
ね
目

を
は
'
す
き
ま
な
き
標
に
く
ひ
合
す
こ
と
に
す
る
こ
と
を
云
ふ
字
な

(25
)

り
｣
と
す

る

｡

と
こ
ろ
で
'
自
居
易
の

｢
盾
を
病
む
｣
詩

(巻
Es
'
後
集
巻
17
)
の
頚

聯
に
は
'

0

鶴
伴
臨

池
立

鶴
伴
ひ
て

池
に
臨
ん
で
立
ち

0

た†

ろ'_

入
扶
下
勘
行

人

扶

け

て

勘
を
下
り
て

行

-

Jb

ざ
はし

と
あ
る

｡
こ
の
勘
も

階

段

の

意
で
あ
ろ
う
｡
｢
軒
下
の
石
だ
た
み
や
敷

お

石
｣
か
ら
中
庭
に
下

り
て
歩
-
へ
と
話
し
た
の
で
は
'
や
や
理
解
し
に
●

く
い
｡
白
詩
の
同
じ
五
律

｢
晩
庭
汚
涼
｣
詩

(巻
19
)
の
首
聯
｢迭
客
出

0

0

門
後
'
移
林
下
勘
初
｣
も
､
同
例
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
平
伏
に
関
係
な

(26
)

-
勘
字
を
階
の
意
味
に
用
い
る
例
も
多
い
｡
こ
-
し
た
用
例
は
'
『漢

語
大
字
興
』
e
lや

『
辞
源

(修
訂
本
)』
三
を
始
め
と
す
る
中
国
の
辞
書

額
で
は
'

1
般
に

｢
窒
階
｣
(現
代
中
国
で
は
l
般
に
｢家
の
入
口
の
石
段
｣

を
指
す
)
と
注
し
て
い
る
｡
ち
な
み

に
､
詩
中
に
勘
字
を
用
い
た
最
も

古
い
用
例
の
一
つ
は
'
南
斉
の
謝
跳

｢
直
中
雪
省
｣
詩

(『文
選
』
撃
二

〇
)
の
'
｢
紅
薬

(紅
い
勺
薬
)
音
階
銅
'
蒼
苔
依
勘
上
｣

で
あ
ろ
う
O

こ
の
勅
も
石
階
や
階
石
を
意
味
す
る
用
例
と
考
え
ら
れ
'
上
旬
の
階
と

封
文
同
義

(互
文
同
義
)
を
な
す
｡
羅
竹
風
圭
編

『漢
語
大
詞
典
』
七

も
'
本
例
を

｢
墓
階
｣
の
意
と
す
る
｡

く
九

●

l
七
七
番

許
滞

｢
秋
の

晩

雲
陽
罪

の
西
事

の
蓮
池
｣
｢
煩
悶

翠
易
清
風
暁
'
水
没
紅
衣
白
露
秋
｣

(27
)

○
詩
題
は
'
南
宋
の
萄
刻
本

『許
用
晦
文
集
』
竜

一
や
'
景
宋
抄
本

『
丁
卯
集
』
(四
部
叢
刊
)
巻
上
に
も
と
づ
-
｡
『
文
苑
英
華
』
巻
二
九
八

ヽ

(宋
版
)
に
は

｢
秋
晩
題
雲
陽
輝
西
亭
蓮
池
｣
に
作
り
'
岩
瀬
文
庫
所
蔵

延
慶
本
に
は

｢
題
雲
陽
騨
西
亭
蓮
花
｣
に
作
る
(『校
異
和
漢
朗
詠
集
』)｡

『私
注
』
や

『
六
法
』
に

｢
題
雲
陽
撃
早
蓮
也
｣
と
あ
る
也
字
は
'
池

の
誤
り

(柿
村

『考
謎
』
)o

ヽ
ヽ

○
〔秋
晩
〕

探
秋

･
晩
秋

の
意
｡
許
津

の

｢
秋
晩
懐
茅
山
石
涌
村

(28
)

舎
｣
と
同
例
O
明
の
磨
文
柄

『唐
詩
鼓
吹
註
解
』
巻

1
に
'
｢此
れ
雲

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

陽
の
罪
に
至
り
'
西
事
の
池
蓮
の
衰
謝
す
る
を
見
て
､
感
じ
て
作
る
こ

と
有
る
な
り
｣
と
い
う
｡

○
〔雲
陽
〕

従
来
'
三
説
あ
る
｡
①
京
兆
府
雲
陽
鯨

(都
長
安
の
西
北

(29
)

t
二〇
里
の
地
)
-
江
聴
平

『
詐
揮
詩
校
注
』
の
説
'
②
長
江
の
三
峡
地

帯
に
あ
る
饗
州
韮
山
倖

(
四
川
省
東
端
)
の
罪
か
へ
そ
の
や
や
下
流
の
紳

女
館
の
水
野
･･･厳
封
望

『唐
代
交
通
圏
考
』
第
四
巻

(
〓

1
五
頁
)
の

説
'

③
潤
州
丹
陽

(曲
阿
)
煤

(江
蘇
省
鎮
江
市
の
南
の
丹
陽
輯
'
そ
の
古
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(30
)

稀
が
雲
陽
陳
〔邑
〕)･･･貌
嵩
山
主
編

『
中
園
古
典
詩
詞
地
名
辞
典
』
の
説
o

こ
の
う
ち
'
③
は
'
許
洋
が
後
期
'
潤
州
丹
陽
牌
に
住
ん
だ

(丹
徒
懲

､3~
)

〔京
口
〕
の
丁
卯
橋
村
合
の
ほ
う
は
別
壁
)
こ
と
と
関
連
し
て
興
味
深
い
｡
ち

な
み
に
'
李
白
の

｢
丁
都
護
歌
｣
の

｢
雲
陽
上
征
去
'
両
岸
鋲
商
貢
｣

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

も
同
例
｡
②

ほ
詩
中
の

｢葉
洩
花
敗
尚
椎
舟
｣
や

｢
紳
女
暫
東
雲
易

散
｣
に
着
日
し
た
説
で
あ
る
が
'
客
観
的
な
論
接
に
や
や
敏
け
る
よ
う(32
)

で
あ
る
.
こ
こ
で
は
t
L
ば
ら
-
清
の
許
培
菓

『
丁
卯
集
等
註
』
巻
五

へ33
㌧

も
採
る
③
の
説
に
従
う
｡

○
〔騨
〕

唐
代
'
罪
博
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
｡
交
通
幹
線
に
そ
っ

て

三
十
里
ご
と
に
騨
舘
が
設
け
ら
れ
'
罪
馬
や
罪
船
が
用
意
さ
れ
た
｡

罪
は
ま
た
'
陸
騨

･
水
騨

･
水
陸
兼
備
の
三
種
に
分
か
れ
る
｡
青
山
定

(34
)

雄

『唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
園
の
研
究
』
第

一
篇
第
三
に
い
う
'

騨
舎
(侍
舎
)
に
は
上
庶

･
下
磨
'
或
は
東
庶

･
西
鹿
等
の
別
が
あ

よらノ

っ
た
｡
そ
の
他
'
種
々
の
建
物
や
施
設
が
あ
り
'
周
囲
に
は
楠
を
め

ぐ
ら
し
'
門
は
堂
々
た
る
層
榎
の
も
の
が
多
か
っ
た
ら
し
く
'

一
般

に
駐
榎
と
呼
ば
れ
た
｡

(35
)

と

(
五
二
頁
)｡
劉
贋
生
圭
編

『
中
国
古
代
郵
罪
史
』
第
六
章
第
五
節
も

(36
)

参
照
｡
陳
流
速

｢唐
代
牒
制
考
｣
は
'
杜
甫
の

｢秦
州
難
詩
二
十
首
｣

其
九
の
1
節
を
引
き
'
秦
州
の
罪
合
に
は
亨
や
池
'
竹
林
'
柳
陰
が
あ

っ
た
と
指
摘
す
る
｡

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
梓
補
訂
的

(植
木
)

た

(
37

)

○
明
の
楊
懐
は
'
本
詩
を

｢
『
丁
卯
集
』
中
の
第

l為
り

｣

と
高
-

評

債
す
る
が
'
清
の
陸
攻
雲
は

｢
此
れ
漂
砂
の
意
有
る
に
過
ぎ
ず
'
絶

(38
)

唱
に
非
ざ
る
な
り
｣
(『晩
唐
詩
善
鳴
集
』)
と
反
駁
す
る
｡
ち
な
み
に
'

ヽ

大
骨
限
注
は
'
本
聯
を

｢
晩
秋
に
夏
の
蓮
池
の
様
子
を
想
い
出
し
て
賦

す
｣
と
す
る
が
'
夏
は
初
秋
の
誤
り
｡
こ
れ
は
'
川
口
注
の

｢
晩
秋
'

ヽ
ヽ

作
者
は
心
の
中
に
初
夏
の
朝
の
蓮
池
の
イ
メ
ー
ジ
を
措
く
｣
を
踏
襲
し

た
も
の
か
｡
し
か
し
'
川
口
注
の

｢
初
夏
｣
は
'
そ

の
詩
文

に
よ
れ

ば
'
初
秋
の
誤
植
ら
し
い
｡

○
〔煙
開
翠
易
〕

煙
は
'
水
面
に
た
だ
よ
う
朝
モ
ヤ
や
霧
｡
『集
註
』

や

『考
讃
』
な
ど
は

｢
水
胸
｣
と
荘
す
る
｡
皆
川
湛
園

『賓
字
解
』
天

文
部
'
個
の
候
に
'
｢
水
の
面
よ
り
'
朝
碁
に
起
る
気
を
ほ
､
水
胸
と

レテ

い
ふ
.
琴
参
が

｢
水
胸
晴
吐
i
月
｣
(｢江
行
夜
宿
龍
孔
灘
'
-
｣)

は
'
碁

の
水
畑
な
り
｡
許
洋
が

｢
水
佃

朝
渡
人
｣

(｢早
老
詩
安
'
-
･｣)
は
､
朝

の
水
姻
な
り
｣
と
説
明
す
る
.
許
淳
の

｢秋
巽
寄
遠
｣
詩
に
は
'
ま
た

｢横
煙
秋
水
上
'
疎
雨
夕
陽
中
｣
と
い
う
｡

○
〔翠
易
〕

｢蓬
莱
'
圃
扇
に
似
た
る
｣
(『私
荘
』)
ゆ
え

の
比
職
｡

柿
村

『
要
解
』
に
'
｢蓬
莱
を
美
人
の
翠
扇

に
'
花
を
其
の
紅
衣
に
比

はちす

し
て
の
作
｣
と
説
明
す
る
｡
川
口
江
に
'
李
商
陰
の
詩
に
｢
荷

は

翠
扇

ひ
る
が
へ

う
つろ

を

翻

し
て
水
堂

虚

な

り
｣
と
あ
る
が
'
そ
の
詩
の
題
は

｢
和
劉
評
事

う
ちわ

永
楽
閑
居
見
寄
｣
で
あ
る
｡
蓮
の
葉
を
囲

扇

に
見
立
て
る
顎
想
は
'
す
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中
国
詩
文
論
叢

第
十

二
集

う
ご

で
に
白
居
易
の

｢
南
塘
頃
興
｣
詩

(巻
cqcl
'
後
集
巻
13
)
に

｢
風
荷
描
い

ヽ

て
扇
を
破
る
｣
と
あ
り
へ
二
ハ
年
秋
重
題
白
蓮
｣
詩

(巻
讐

後
葉
巻
11
)

ヽ
ま
ど

に
も

｢
紺
葉

風
に
措
い
て

鍋
易
園
か
な
り

I
と
歌
う
.
元
損

の

せ
ん

｢
高
荷
｣
(巻
8
)
詩
の

｢
碧
雲
の
扇
を
髄

閃
す
｣
も
'
同
例
｡
ち
な
み

ーし二Aノ一しよlつ

に
'
開
閉
自
在
の
扇
子

｢
摺

塵

扇

(摺
扇
)｣
が
中
国
で
盛
行
し
た
の

(39
)

な

は
明
初
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
'
｢
李
唐
以
上
に
は
摺
塵
扇
無

-
｣'

一
明

の
中
葉
以
後
に
至
れ
ば
'
則
ち
摺
畳
扇
も
亦
た
軍
に
扇
と
栴
す
｣
る
よ

う
に
な

っ
た

(狩
谷
板
粛

『室
注
倭
名
類
釆
抄
』
巻
六
'
后
の
怪
)0
十
ず

○
〔清
風
〕

こ
こ
で
は

｢
七
月

(初
秋
)
ノ
風
｣
(『
六
注
』)'
涼

風
の

意
｡
荻
生
祖
裸

『
諾
文
杢
蹄
』
に
'
｢
風
清
'
ス
ズ
シ
ト
諾
シ
テ
通
ズ
へし

サ
レ
ド
モ
涼
ノ
字

ヨ
-

ハ
'
今
少

シ
前
方

ナ
-
｡
涼
風

ハ
夏
秋

二
用

ユ
｡
清
風

ハ
春
夏
秋
-
そ

こ
周

ユ
｣
と

い
う
｡
杜
甫
の

｢
四
松
｣
詩

た
JJ

ご
と

に
'

｢清
風

我
が
馬
に
起
こ
り
'
面
に
贋
ぐ
こ
と

徴
霜
の
若
し
｣

と
歌
わ
れ
る
ご
と
-
'
爽
涼
感
を
お
び
る
｡

○
〔暁
〕

桑
の
空
が
し
ら
む
明
け
が
た
'
ま
だ
夜
の
明
け
や
ら
ぬ
旧

い
頃
を
も
含
め
て

い
う
｡

小
島
憲
之

｢
上
代
文
献
解
程

へ
の
小
さ
き

径
｣
(京
大

『国
語

･
閥
文
』
第
十
五
巻
十
蟹
､

一
九
四
六
年
)
は
'
日
本
の

上
代
の
文
献

(特
に

『寓
葉
集
』)
中
の
用
例
を
'

中
国
の
溝
代
や
六
朝

の
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
節
約
し
て
い
う
'

｢
あ
か
と
き
｣

(鶏
鳴

･
五
更

･
暁
)

は
夜
の
明
け
る
前
で
あ
り
'

昧
爽

･
禽
明

(物
色
の
見
え
だ
し
た
頃
)

･
曙
な
ど
よ
り
は

一
歩
前
の

頃
を
示
す
｡

-

-

た
だ
漠
然
と
四
更
か
ら
五
更
あ
た
り
迄
を

｢
あ

か
と
き
｣
と
考

へ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
｡

と
｡
皆
川
洪
園

『
賓
字
解
』
時
令
部
'
暁
の
候

に
は
'
｢
夜
あ
げ
に
物

け
ん
い
､

の
色
の
わ
か
れ
来
る
を
云
ふ
｣
と
す
る
｡
五
代
の
鹿
度

虞

｢
虞
美
人
｣

ヽ
ヽ
ヽ

に
'

｢
巻
荷
香
淡
津
軽
措
'
-
-

碩
窓
疏
透
暁
風
清
｣
と
あ
る
(『花

間
集
』
琶
九
).
ち
な
み

に
'
『
文
苑
英
華
』
に
は
暁
を

｢
晩
｣
に
作
る

が
'
形
靴
で
あ
ろ
う
｡

○
〔水
注
紅
衣
〕

泣
字
を
景
宋
抄
本

『
丁
卯
集
』
に

｢
汎
｣
に
作
る

が
'
同
意

(浮
か
べ
た
だ
よ
わ
す
)｡
『
全
唐
詩
』
巻
五
三
三
に

｢
泥
｣
に

作
る
の
は
'
明
ら
か
に
形
靴
で
あ
ろ
う
｡
許
津
は

｢
水
｣
字
を
多
用
し

(40
)

た
た
め
'
｢
許
津
千
首
渥
ふ
｣

と
許
さ
れ
た

(『苔
渓
漁
陰
叢
話
前
葉
』
巻

二
四
所
引

『桐
江
詩
話
』
)｡
本
句
も
そ
の
一
例
｡
紅
衣
は
'
蓮
の
紅
い
花
を

美
人
の
そ
れ
に
見
た
て
た
表
現

(『要
解
』)｡
こ
う
し
た
吏
想
の
源
は
'

.ぎ
か

J]

を
製
ち
て
以
て
衣
と
為
し
'芙
蓉

(蓮
の
花
)
を
集
め
て
以
て
裳
と
馬
す

i

ヽ
ヽ

で
あ
ろ
う
｡
庚
信

の

｢
彰
城
舘
に
入
る
｣
詩
の

｢
蓮
浦

征
衣
を
落

と
す
｣
(『考
謹
』
に
指
摘
)
は
'
蓮
の
花
を
紅
衣

に
見

た
て
た
古
い
用

例
O
唐
代
で
は
'
羊
土
器

｢
郡
中
即
事
三
首
｣
其
二
に
'
｢
紅
衣
落

ち

お
と
ろ

轟
く
し
て
暗
香
確

へ
'
葉
上
の
秋
光

白
露
寒
し
｣
と
あ
り
'
元
梶
の
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｢夜
池
｣
詩
(巻
8
)
に
は
'
｢荷
菓
圏
圏
と
し
て
重
刷
刷
'
緑
洋
の
面

上
に
紅
衣
落
つ
｣
な
ど
と
あ
る
｡
趨
覇
の
有
名
な

｢
長
安
秋
望
｣
詩
に

も
'
晩
秋
の
風
情
を

｢
紅
衣
落
ち
轟
-
し
て

渚
蓮
愁
ふ
｣
と
あ

っ

て
'
い
ず
れ
も
紅
い
蓮
の
花
び
ら
が
水
面
に
散
り
落

ち
る
秋
景
で
あ

る
｡
『和
漢
朗
詠
集
和
談
妙

(詩
注
)』
に
'

マ
マ

ころ

浮
紅
衣

ハ
'
秋
露
深
キ
比

'

赤
キ
蓮
花
ノ
水

二
散
レ
バ
'
紅
衣
ヲ

浮
ブ

ニ
異
ナ
ラ
ズ
-
云
7
真
也
｡

と
あ
る
の
は
'
ま
さ
し
-
唐
詩
の
用
例
と
似
か
よ
う
解
樺
で
あ
る
｡
他

方
'
『
抄
注
』
に
は

｢
ハ
チ
ス
ノ
紅
ナ
ル
色
ノ
'
-
ツ
ニ
ウ
ツ
レ
ル
ヲ
､

紅
衣
ヲ
水

:
ヒ
タ
セ
ル
カ
ト
云
也
｣
と
あ
り
'
川
口
注
も

｢
蓮
の
花
が

水
に
映
じ
て
い
る
｣
(『考
謹
』
や
大
曾
根
注
も
同
じ
)
と
諾
す
｡
こ
れ
は
､

二
句
を
初
秋
の
光
景
と
見
な
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
'
水
面
に
紅
い
蓮

の
花
び
ら
が
浮
か
び
た
だ
よ
う
光
景
と
し
て
も
充
分
捉
え
ら
れ
そ
う
で

あ
る
｡
○
〔白
露
秋
〕

『
六
注
』
に

｢
八
月
節

(白
露
節
)
也
｣
と
あ
る
が
'

こ
こ
は

『薩
記
』
月
令
篇
'
孟
秋
(七
月
)
の
保
の

｢
白
露
降
る
｣
を
踏

ま
え
た
初
秋
の
風
景
の
描
寓
で
あ
ろ
う
｡
唐
の
張
説

｢
深
渡
鐸
｣
詩
に

ヽ
ヽ
ヽ

も
'
｢
族
泊
青
山
夜
'
荒
庭
白
露
秋
｣
と
あ
る
｡

り
よ
う
が

あ
し
た

う

●

一
八
二
番

許
滞
｢
楊

伽

寺
よ
り
'
農

に

起
き
て
舟
を
汎

か
べ
'

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
樺
補
訂
銅

(植
木
)

道
中

懐
ひ
有
り
｣
｢
一
撃
山
鳥
曙
雲
外
'
寓
鮎
水
蛍
秋
草
中
｣

○
詩
題
は
'
景
宋
抄
本

『
丁
卯
集
』
巻
上
に
ょ
る
｡
南
宋
版

『許
用

晦
文
集
』
巻

一
に
は
'
汎
を
之
に
作
る
が
'
同
意
｡
他
方
'
金
子
彦
二

郎
校
定

『千
載
佳
句
』
四
時
部

･
早
秋

に
は
'
一
早
秋
幽
居
言
志
'
尋

ヽ

同
志
｣
と
超
し
'
『
私
注
』
や

『
六
注
』
に
も

｢
題
護
幽
屠
'
将
司
同

志
｣
(

題
は
術
字
か
'
『考
謹
』
の
説
)
と
題
す
る
｡

ま
た
'
前
田
侯
爵
家

ヽ

所
蔵
博
二
俣
馬
氏
筆
本
に

｢
早
章
幽
居
'
将
司
同
志
｣
と
題
す
る
(『校

異
和
漢
朗
詠
集
』)｡
許
津
は
後
期
'
潤
州
丹
陽
照
に
移

り
住

み
'
別
壁

を
京
口

(潤
州
丹
徒
牒
)
に
設
け
た
(前
述
).
｢
幽
居
｣
は
潤
州

(今
の
銭

江
市
付
近
)
の
そ
れ

(名
利
の
俗
念
か
ら
逃
れ
て
'
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
わ
び
住

ま
い
)
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
本
詩
の
舞
墓
が
蘇
州
で
あ
る
(後

逮
)

こ
と
か
ら
す
れ
ば
'
地
理
や
距
離
の
面
で
宋
版
系
の
詩
題
が
よ
り

穂
首
で
あ
ろ
う
｡

ち
な
み

に
へ
同
志
は
友
人
の
意
'
『後
漢
書
』
巻
五

とも

とも

七
㌧
劉
陶
博
に
'
｢
輿
に
交
は
る
所
の
友
は
'
必
ず
や
志
を
同
じ
う
す

一

ヽ
ヽ

と
あ
る
｡
唐
の
装
説
に
'
｢
早
春
寄
華
下
同
志
｣
詩
が
あ
る
｡

○
〔横
伽
寺
〕

蘇
州
の
名
利
｡
北
宋
の
人

(名
は
未
詳
)
の
手

に
な

マ
マ

る

『
呉
地
記
後
集
』
に
'
｢
(堤
)
師
の
西
南
二
里

に
在

り
'
梁
の
天
監

(41
)

二
年

(五
〇
三
)
に
置
-
｣
と
あ
り
'
清
鏡
和
尚
の
創
建
ら
し
い
｡
北
宋

の
朱
長
文

『
呉
郡
団
粒
績
記
』
雀
卓
'
寺
院
の
保

に
も
'
｢
呉
鯖
の
西
いただき

南
の
横
山
(七
子
山
)
下
に
在
り
｡
そ
の
上
に
塔
有
り
て
'
横
山
の

慮
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中
開
詩
文
論
叢

第
十
二
張

(42
)

に
慮
る
｡
晴
の
時
に
建
つ
る

所

に
し
て
､
右
記
有
り
て
存
す
｡
自
棄
天

及
び
皮

･
陸
に
詩
有

り
て
集
中
に
載
す
｣
と

い
う
.
確
か
に
標
伽
寺

は
'
中
晩
唐
詩
-

自
店
易

｢白
思
益
寺
'
大
拐
伽
寺
作
｣
(春
賀

後

集
巻
7
)
'
張
砧

｢
題
蘇
州
横
伽
寺
｣
､
許
滞

｢
題
携
伽
寺
｣
､
反
日

休

｢
初

夏
遊
横
伽
精
舎
｣'
撞
包
装

｢
孝
和
襲
美
初
夏
遊
拐
伽
精
舎
次
韻
｣
詩

な
ど
-

に
散
見
す
る
｡
許
揮
詩
の
拐
伽
寺
が
蘇
州
市
の
西
南
約
十
キ

ロ
の
上
方
山
(横
山
の
東
北
の
支
脈
に
あ
た
り
'
名
勝

｢石
湖
｣
の
西
岸
に
位

置
す
る
山
)
に
あ
る
こ
と
は
'
第

一
句
の

｢
碧
樹
蒼
蒼
茂
苑
東
｣
に
ょ
っ

て
裏
づ
け
ら
れ
る
｡
唐
代
の
蘇
州
城
は
'
具
陳
と
長
洲
株
か
ら
な
る

(『通
典
』
巻
一
八
二
)｡
茂
苑
と
は
'
長
洲
鯨
の
名
稀
の
由
来
と
な
っ
た

(43
)

古
い
名
園

｢
長
洲

苑

｣

(春
秋
時
代
'
蘇
州
に
都
し
た
呉
の
庭
陶
)

の
略
稲

(4)

で
あ
り
'
蘇
州
の
別
種
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
｡
茂
苑
の
語
は
､
古
-

お

左
恩
の

｢
呉
郡

の
賦
｣
(『文
選
』
奄
五
)
に

｢
長
洲
の
茂
苑
を
偲

ぶ
｣

と
見
え
る
o
白
居
易
は

｢
憶
沓
遊
｣
詩

(繋
q.i
.
後
集
巻
1
)
の
な
か

で
'
蘇
州
を
追
憶
し
て

｢
長
洲
の
苑
線
に
し
て
柳
寓
樹
｣
と
歌
い
'

｢
長
洲
苑
｣
詩
(巻
l
)
も
洩
し
て
い
る
｡

農
起
は
'
朝
早
-
起
床
す
る
意
｡
時
に
は
早
起
き
し
て
出
顎
す
る
意

を
含
む
o
前
漠
の
蘇
武
の
作
と
さ
れ

る

｢
詩
四
首
｣
(『文
題
』
奄
二
九
)

ヽ
ヽ

其

四

に
'
｢
寒
冬
十
二
月
'
農
起
践
厳
霜
｣
と
あ
り
'
温
廃
貨
の
著
名

ヽ
ヽ

な

｢
南
山
早
行
｣
詩
に
も

｢
農
起
動
征
鐸
'
客
行
悲
故
郷
｣
と
あ
る
｡

許
滞

｢
農
起
二
首
｣
英

一
に
は
'
｢
啓
扱

落
月
を
含
み
'
障
幌

捜

ひか

燈
に
耽

る

｣
と
歌
う
｡
ち
な
み
に
'
皆
川
洪
園

『賓
字
解
』
時
令
部

に
､
農
を

｢夜
の
け
し
き
お
は
り
に
な
り
て
明
日
に
な
る
気
色
を
持
た

る
時
を
云
ふ
｡
即
ち
あ
け
は
な
れ
小
口
の
あ
さ
の
こ
と
な
り
｡
古
に
使

ひ
た
る
に
は
夜
よ
り
か
け
て
言
へ
る
こ
と
多
し
｣
と
説
明
す
る
｡

道
中
は
舟
旗
の
そ
れ
｡
清
の
許
培
祭

『
丁
卯
集
毒
註
』
巻
六
に
は
'

本
詩
の
尾
聯
を
解
説
し
た
後
､
詩
適
中
の

｢
有
懐
｣
の
意

に
言
及
す

る
｡

ひし

たで

時
に
初
秋
に
在
り
｡
菱
の
葉

･
参
の
花
'

一
路
斎
森

た
る
の
景

か
し
･t
かな
し

は
'
漢
時
の
茂
苑
に
蓮
接
す
｡
能
-
故
宮
禾
黍
の
思
み
を
動
か
さ
ざ

ら
ん
や
o
此
の
路
は
'
誠
に
個
慣
す
る
に
堪
へ
ん
.
所
謂

｢
懐
ひ
有

(45
)

り
｣
と
は
'
此
に
在
り
て
故
宮
を
懐
ふ
な
り
｡

○
大
曾
根
注
に
'
｢晩
夏
の
暁
の
光
景
を
詠
ん
だ
｣
と
す
る
が
'
『
千

載
佳
句
』
早
秋
の
項
に
収
め
ら
れ
る
ご
と
く
､
晩
夏
は
初
秋
の
誤
り
｡

金
子

･
江
見

『新
樺
』
も
同
じ
-
誤
る
｡
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
砂

(請

江
)』
に

｢
立
秋
ノ
詩
也
｣
と
す
る
の
は
'
や
や
穏
普
さ
を
軟
く
｡

し
じま

○
[
1
聾
〕

静
寂
を
破
る

｢
1
聾
｣
に
ょ
っ
て
何
か
が
起
こ
る
と
い

(46
)

う

顎
想
は
'
唐
詩
に
多
い
｡
た
と
え
ば
'
喜
藤
物
の

｢
把
鷺
曲
｣
は
'

◆-さ

つ

鴛
の
撃
と
と
も
に
夜
が
明
け
る
さ
ま
を

｢
春
満
方
に
捜
き

一
撃
に
し

あ
か
つき

て

暁

な

り
｣
と
歌
い
'
日
置
易

｢
山
石
橋
'
元
九
に
寄
す
｣
詩

(奄
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ノ
ソ
ジ

うな
が

ほ
)
は
'
山
石
橋
の
開
花
を

｢
九
江
三
月

杜
鴎
乗
る
'

一
撃
催
し
得

て

一
枝
開
く
｣
と
歌
う
｡
許
洋
の

｢
一
撃
の
漠
鳥

曙
雲
散
ず
｣
(｢拾

浪
峡
｣)
も
同
例
｡

○
〔山
鳥
〕

従
来
'
｢
こ
こ
で
は
ほ
と
と
ぎ
す

(郭
公
)｣
の
意

と
さ

れ
て
き
た

(川
口
･
大
骨
板
注
な
ど
)｡
し
か
し
'
二

聾
｣
以
下
は

｢
皆

な
舟
中
に
在
り
て
聞
-
所
へ
見
る
所
を
歴
指
｣
(『
丁
卯
集
等
註
』
巻
六
)

ほと
と
ぎ
す

し
た
初
秋
の
暁
景
の
措
寓
で
あ
り
'
明
ら
か
に

杜

鴎

(子
規
)

で
は
な

い
.

中
国
の
杜
鴎
は
'

陰
暦
三
月
ご
ろ
か
ら
五
月
に
か
け

て
鳴
き
'

詩
歌
に
は
お
お
む
ね
晩
春
三
月
の
鳥
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
｡
詳
し
-

(47
)

は
'
拙
稿

｢
ほ
と
と
ぎ
す
の
う
た
-
杜
鴎
と
郭
公
を
め
ぐ
っ

て

I

｣
参

照
｡
し
た
が

っ
て
本
詩
の
山
鳥
は
文
字
ど
お
り
単
な
る
山
の
鳥
を
意
味

し
'
あ
る
種
の
鳥
の
名
に
特
定
で
き
る
論
接
は
な
い
｡
こ
の
こ
と
は
'

許
津
の
他
の
用
例
'

①
高
樹
下
山
鳥

平
蕪
飛
草
轟

(｢秋
舞
寄
遠
｣)

②
水
島
鳴
曲
鑑

山
鳥
下
空
階

(｢農
起
二
首
｣
其
二
)

③
山
鳥

一
撃
人
未
起

牛
床
春
月
在
天
涯
(｢南
海
府
罷
'
南
康
阻
注
'
-
｣)

④
樟
移
山
鳥
没

鐘
断
嶺
猿
暗

(｢乏
舟
'
尋
欝
林
寺
遺
文
上
人
'
･･･｣)

⑤
折
驚
山
鳥
散

摘
任
野
蜂
随

(｢聞
醇
先
輩
陪
大
夫
看
早
梅
'
-
｣)

な
ど
を
参
照
す
れ
ば
'

一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
.
詠
ま
れ
て
い
る
季
節
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
樺
補
訂
銅

(
植
木
)

し
て
も
'
④
が
不
明
で
あ
る
以
外
'
宜
と
②
が
秋
へ
③
と
⑤
が
春
で
あ

っ
て

〓
疋
し
な
い
｡

は
と
と
ぎ
す

編
者
の
藤
原
公
任
自
身
は
'
じ
つ
は

｢
山
鳥
｣
を

郭

公

に

比
定
す
る

こ
と
の
盗
意
性
を
充
分
承
知
し
な
が
ら
'
和
漢
の
詩
歌
の
並
列
と
い
う

基
本
原
則
を
堅
持

す

る
た
め

に
'
あ
え
て
郭
公
の
候
に
置
い
た
ら
し

(48
)

い
｡
奥
村
郁
子

｢
『和
漢
朗
詠
集
』
-

｢
郭
公
｣
を
め
ぐ

っ
て
｣
に
は
'

こ
の
問
題
鮎
に
関
し
て
へ
は
ば
次
の
ご
と
-
い
う
'

朗
詠
に
通
し
へ
日
本
的
な
季
節
感

(夏
の
鳥
)
と
矛
盾
し
な
い
'
杜

鴎
の
佳
句

(中
国
の
そ
れ
)
は
'
非
常
に
少
な

い
も

の
の
'
和
歌
に

お
け
る
夏
の
第

一
主
題
と
も
い
う
べ
き
郭
公
の
項
を
設
け
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
｡
そ
こ
で
季
節
や
内
容
上
の
多
少
の
矛
盾
や
誤
り
に

こ
だ
わ
ら
ず
'
和
歌
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
佳
句
を
選
ん
だ
｡
｢
山
鳥
｣

と
い
う
語
に
は

｢
山
ほ
と
と
ぎ
す
｣
と

い
う
歌
語
が
封
暦
L
t
｢
一

撃
｣
は

｢
ひ
と
こ
ゑ
｣
と
謹
ん
で
へ
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
聾
を
表
す

最
も
普
通
の
'
し
か
も
特
徴
的
な
言
葉
と
封
鷹
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
｡
句
中
に
詠
ま
れ
た
夜
明
け
の
イ
メ
ー
ジ
は
'
｢
夏
の
夜

の
臥
す

I)･･Iこ4

か
と
す
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す

鳴
-
一
撃

に
明
-
る
し
の
の
め
｣

(『和

漢
朗
詠
集
』
夏
夜
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
と
非
常
に
近
-
な
り
'
あ

ま
り
不
適
昔
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
｡

と
｡
傾
聴
す
べ
き
説
で
あ
ろ
う
｡
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中
図
詩
文
論
叢

第
十
二
集

ち
な
み
に
'
郭
公
を
ホ
-
-
ギ
ス
と
読
む
の
ほ
誤
り
で
あ
る
｡
伊
藤

東
涯

『粟
燭
雷
』
巻
四
'
｢杜
臨
ノ
コ
ト
｣
の
陳
に
'
｢
ホ
-
ト
ギ
ス
ヲ

杜
鴎

･
子
規
ヲ
以
テ
諾
ス
ル
ハ
常
レ
リ
.
郭
公
卜
云

ハ
不
>
首
.
郭
公

(49
)

は
布
穀
ノ
執

ニ
テ
'
子
規
と
別
物
ナ
リ
｣
と
い

う

｡

青
木
正

兄

｢
子
規

(50
)

と
郭
公
｣
に
ょ
れ
ば
へ
｢
郭
公
｣
と

い
う
言
責
は
'
唐
の
開
元
二
十
七

(51
)

(52
)

午

(七
三
九
)
に
な

る

陳

武
器
摂

『本
草
拾

遺

』

(『本
草
綱
目
』
巻
四
九
㌧

し

カ
ノ
コウ

鴨
場
の
便
所
引
)

の
な
か
に
'
布
穀
を
呼
ぶ
呉

(江
東
)
の
方
言
と
し
て

始
め
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
｡

○
〔曙
雲
外
〕

曙
は
暁
よ
り
も
日
の
出

に
近

い
こ
ろ
'
皆
川
洪
園

『
賓
字
解
』
時
令
部
に
'
｢
東
の
室
の
気
色
が
山
の
あ
な
た
に
は
日
景

の
か
か
り
た
る
気
色
に
な
り
た
る
を
云
ふ
｡
さ
れ
ば
僅
語
に
ほ
の
ぼ
の

あ
け
と
云
ふ
意
に
か
な
ふ
字
｣
と
説
明
す
る
｡
前
掲
の
一
七
七
番
参

照
｡
『
六
荘
』
に
'
｢
曙
雲
ノ
外
ト
ハ
'
暁
ノ
雲
ノ
上

ニ
テ
鴨
タ
ル
｣
と

い
う
｡
こ
れ
は
､
外
字
を

｢
上
｣
の
意
味
に
捉
え
た
も
の
で
あ
り
'

一

解
と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡
王
族

『詩
詞
曲
語
群
例
伴

(増
訂
本
)』
に

は
'
方
位
詞

｢
外
｣
は
'
詩
詞
の
な
か
で
き
わ
め
て
弾
力
的
に
用
い
ら

な
か

モ
ば

れ
'
内
申

･
連
呼

･
上

･
下
な
ど
の
方
位
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
指

摘
し
'
上
を
意
味
す
る
用
例
の
一
つ
と
し
て
t
等
参

｢
早
秋
異
諸
子
登

無
州
西
亭
観
眺
｣
詩
の

｢
亭
高
出
鳥
外
､
客
到
輿
雲
弊
｣
を
あ
げ
る
O

ヽ
ヽ

ち
な
み

に
'
許
滞

｢
題
宝
州
元
盛
土
幽
居
｣
詩
に
'
｢鳥
散
千
巌
曙
'

蜂
来

1
遅
番
｣
と
あ
る
o

O
〔寓
鮎
水
嚢
〕

鮎
の
本
義
は
小
さ
な
窯
粘
.
こ
こ
で
は
小
さ
-
丸

い
も
の
を
数
え
る
量
詞
｡
『
抄
荘
』
に
'
｢
寓
鮎
ト
イ
ハ
'
蛍
ノ
敷
ノ
多

キ
意
也
O
燈
ヲ
1
鮎
卜
云
ヲ
モ
テ
'
可
心
得
也
｣
と
あ
る
.
許
薄
の
詩

..ど

(｢別
劉
秀
才
｣)

に

｢
燈

水
蛍
を
照
ら
し
て
千
鮎
滅
ゆ
｣
と
あ
り
'
白

ト
(.

居
易

｢
閑
夕
｣
詩

(巻
S3'
後
集
巻
2
)
に
も

｢
数
粘

新
蛍

度

る

｣
と

い
う
｡
こ
の
水
蛍

(水
べ
に
群
が
る
貸
)
も
'
｢
許
滞
千
首
淋
ふ
｣
(前
述
)

の
一
例
｡

○
〔秋
草
中
〕

金
子

･
江
見

『新
得
』
に
'
｢
蛍
は
夏
の
物
な
る
に
'

こ

こ
に
秋
草
中
と
い
へ
る
ほ
異
な
る
が
如
-
な
れ
ど
'
晩
夏
の
壁
は
秋

に
近
け
れ
ば
t
か
-

い
へ
り
｣
と
あ
り
'
大
骨
根
江
も

こ
の
説
に
従

う
｡
こ
れ
は
お
そ
ら
-
､
『
枕
草
子
』
第

一
段
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
'

夏
の
夜
の
風
物
と
し
て
の
萱
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
ろ

ラ
.
し
か
し
中
国
で
は
'
蛍
は

1
般
に
晩
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の
景

物
で
あ
り
'
特
に
中
国
古
典
詩
の
世
界
で
は
秋
の
夜
の
風
物
と
し
て
歌

(53
)

わ
れ
る
こ
と
が
多

い

｡

許
洋
の
詩
(｢出
永
通
門
'
経
李
氏
荘
｣)
に
は

｢
秋

蛍
｣
の
語
も
見
え
る
｡
こ
う
し
た
季
節
感
の
異
同
の
原
因
に
つ
い
て
へ

(54
)

上
野
理

｢
伊
勢
物
語
の
藤
と
萱
｣

は
'
じ
つ
は
日
中
両
頭
に
生
息
す
る

蛍
の
種
類
が
異
な
る
た
め
だ
t
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
'

わ
が
国
に
い
る
蛍
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
で
､
ゲ

ン
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ジ
ほ
五
月
中
旬
か
ら
六
月
末
に
か
け
て
出
現
L
t
七
月
に
は
ほ
と
ん

ど
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
t

へ
イ
ケ
は
六
月

中
旬

か
ら
あ

ら

わ

れ
へ
土
地
に
ょ

っ
て
出
現
期
も
こ
と
な
り
'
九
月
上
旬
に
出
現
す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
｡
し
か
し
'
蛍
の
最
盛
期
は
'
六
月
末
'
蛍
合

戦
の
行
わ
れ
る
と
い
う
陰
暦
五
月
二
六
日
前
後

の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

『
薩
記
』
月
令
は
'
季
夏
に

｢
腐
草
馬
蛍
｣
と
し
る
L
t
晩
夏
や

初
秋

の
風
物
と
す
る
｡
中
国
の
蛍
は
ア
キ

マ
ド
ボ
タ
ル
で
'
陽
暦
の

八
月
中
旬
か
ら
九
月

に
か
け
て
出
現
L
t

一
〇
月
に
入

っ
て
も
多
-

み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
｡
5覗
E

と
｡
山
崎
み
ど
り

｢
蛍
の
イ
メ
ー
ジ
｣
も
'
蛍
に
関
す
る
専
門
書
を
参

照
し
て
上
野
説
を
補
強
L
t

『
醒
記
』
に
夏
の
終
り
ご
ろ

(陰
暦
六
月
)

か
ら
糞
が
姿
を
見
せ
始
め
る
と
あ

る

の
は
'
｢
中
国
の
蛍
が
ア
キ

マ
ド

ボ
タ
ル

(
日
本
で
は
封
馬
に
の
み
生
息
)
で
あ
る
こ
と
に
困

っ
て

い
る
｣

と
明
言
す
る
｡
傾
聴
す
べ
き
説
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
へ
蛍
と
草

の
取
り
合

わ

せ

は
'
『
集
註
』
に

｢
月
令

に
腐

草
化
薦
レ
蛍
と
あ
れ
ば
'
蛍
に
た
よ
り
あ
る
也
｣
と
指
摘
さ
れ

る
ご

と

-
'

一
種

の
縁
語
関
係

に
あ

る
｡

梁

の
簡
文
帝

｢
詠
蛍
詩
｣

に
は
'

も

おな

｢本

と
秋
草
と
井

じ
(同
じ
1
つ
の
身
の
上
)｣
と
歌
う
0
た
だ
し
'
許
揮

詩
の
場
合

｢
腐
草
よ
り
わ
き
い
で
'
雨
の
中
を
鬼
火
の
ご
と
-
飛
ぶ
古

(56
)

代
の
イ
メ
ー
ジ
｣
(入
谷
仙
介

｢陸
晋
と
萱
｣)
は
'
す
で
に
失
わ
れ
て
い

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
鐸
補
訂
的

(植
木
)

(
57
)

る

｡
〔注
〕

(

1

)

(

2

)

(
3
)

(

4

)

(

5

)

(

6

)

(
7
)

(

8

)

(

9

)

(
1
0

)

(
ll
)

『菖
唐
喜
』
巻
四
四
'
職
官
志
に
'
｢京
兆

･
河
南

･
大
原
所
管
諸

粁
'
謂
之
畿
粁
｣
と
あ
る
.
ち
な
み
に
'
唐
代
の
願
は
七
等
級

(蘇

〔京
〕
･
畿

･
望

･
緊

･
上

･
中

･
下
)
に
分
か
れ
た
｡

賀
次
君
鮎
校

『元
和
郡
牒
固
志
』
(中
華
書
局
'

1
九
八
三
年
)
巻

二
の
校
勘
記
に
引
く
清
の
張
的
賢
の

｢致
謹
｣
参
照
.

愛
宕
元

｢唐
代
関
内
道
の
城
郭
規
模
と
構
造
｣
(『中
国
通
境
社
台
の

歴
史
的
研
究
』
〔研
究
成
果
報
告
書
〕

一
九
八
九
年
所
収
)
参
照
｡

同
朋
舎
刊
'

一
九
八
六
年
｡

『寧
夏
大
草
壁
報

〔社
台
科
挙
版
〕』

一
九
八
三
年
二
期
｡

花
房

･
前
川

『元
税
研
究
』
に
収
め
る

｢年
譜
｣
に
'

｢天
垣
山
在

河
南
清
涼
鯨
｣
と
あ
る
｡

秋
は
夏
の
誤
り
｡
藍
屋
尉
就
任
は
'
四
月
二
十
八
日
O
朱

『年
譜
』

な
ど
参
照
｡

『自
民
文
集
の
批
判
的
研
究
』
四
三
四
頁
｡

『中
華
文
史
論
叢
』

1
九
八
八
年

一
期
.

(

8

)

の
書
の
第
二
部
三
の
分
睦
表

に
は
'
七
言
六
句
二
九
首
'
五

言
六
句
八
首
を
あ
げ
る
｡

｢迭
羽
林
陶
賂
軍
｣
詩
を
指
す
か
.
清
の
王
埼
は

｢
六
句
近
鮭
'
唐

人
時
有
之
'
本
於
六
朝
人
'
或
親
鳥
小
律
｣
と
注
す
る

(巻
十
七
)o

た
だ
し
'
久
保
天
随

『李
太
白
詩
集
』
中
巻

(
六
七
入
貢
)
に
は
'
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( .'-ヽ ~ヽ 一＼
15 14 1312
) ) ＼_ノー

′ヽ (
1716
＼._)

(
18
)

(
19
)

(
20
)

(
21
)

(

22

)

(
23
)

(
24
)

中
国
詩
文
論
叢

第
十
二
葉

｢
五
六
二
句
を
腹
し
た
も
の
｣
と
す
る
｡

明
治
書
院
刊
t

L
九
三
三
年
O

花
房
英
樹

｢
読
自
氏
文
集
記
｣
(
西
京
大
草
畢
術
報
告

『
人
文
孝
報
』

E
t班
'

1
九
六
四
年
)

1
七
〇
頁
参
照
.

墓
碑
商
務
印
書
館

･
人
人

文
庫
t

l
九
八
四
年
O
▼■

｢
≡
韻
詩
'
亦
稀
六
句
詩
｡
由
於
介
在
四
句

(
絶
詩
)
興
八
句

(律

請
)
之
問
'
聾
調
緩
促
比
較
適
中
､
所
以
､
自
来
不
少
詩
人
都
苦
愛
這

種
鮭
裁
'
佳
作
也
多
｣
と
も
い
う
0

あ
る
一
方
に
吹
き
な
び
く
O
r
l
向
｣
は
7
方
に
片
よ
る
意
｡

王
拾
遺

『
自
居
易
博
』
(挟
西
人
民
出
版
社
'

1
九
八
三
年
)

1
四

1
頁
の
説
に
従
う
.
朱

『笠
校
』
巻
七

(
三
六
七
頁
)
に
引
く

『
(寡

磨
)
九
江
府
志
』
巻
三
に
は
'
｢
白
禁
天
故
宅
在

(
徳
化
昧
)
城
中
｣

と
あ
る
｡

自
詩

｢
北
亭
｣
(巻
七
)
や

｢
司
馬
宅
｣
(
巻
十
)
な
ど
参
照
O

平
凡
社
刊
､

一
九
八
1
年
｡

竹
島
卓

1
『中
国
の
建
築
』
(中
央
公
論
美
術
出
版
'

1
九
八
〇
年

三
版
)
十
三
頁
参
照
｡

l稲
山
敏
夫

｢
寝
殿
造
の
租
形
と
中
国
住
宅
｣
(
同

『住
宅
建
築
の
研

究
』
中
央
公
論
社
'

一
九
八
四
年
所
収
)
参
照
｡

『
昏
唐
書
』
雀
四
七
､
粍
籍
窓
下

(
丙
部
子
繰
'
名
家
頬
)
に
よ
る
.

『新
唐
音
』
巻
五
九
､
葱
文
志
三
に
は
二
十
巻
と
す
る
o

藤
堂
明
保
絹

『
撃
研
湊
和
大
字
典
』
参
照
｡

小
川
環
樹

『
陸
肪
』
(筑
摩
書
房
t

f
九
七
四
年
)
l
七
七
～
入
貢
参

照
｡

(
25
)

唐
の
慧
苑

『
大
方
虞
悌
華
厳
経
音
義
』
経
巻
第

7
に
'
勘
を

｢爽
級

退
雨
速
平
面

(
l
作
城
)
初
石
｣
と
い
う
.
抜
道
は
階
段

の
意
｡
な

お
'
前
掲
の

『賓
字
解
』
も
参
照
｡

(
26

)

温
巌
義

『唐
宋
詞
常
用
詞
辞
典
』
(
rE:蒙
古
人
民
出
版
社
'

一
九
八

八
年
)
の
勧

･
玉
勘
の
候
や
'
盤
潤
筆

『唐
宋
詩
詞
常
用
語
詞
典
』

(湖
南
人
民
出
版
社
､
I
九
九

丁
年
)
の
庭
勧

･
御
花
の
候
な
ど
参
照
O

(
27
)

拓
暁
堂

｢許
滞

『
丁
卯
集
』
鎖
線
補
正
｣
(『
文
献
』

1
九
九

l
年
111

期
)
に
よ
れ
は
､
『
郡
欝
議
書
志
』
に
著
録
す
る
北
宋
の
賀
鐙

(字
方

同
)
校
抜
本

『
丁
卯
集
』
で
あ
る
｡

(
28
)

汲
古
書
院
刊

『和
刻
本
渡
詩
集
成

(絶
集
篤
)』
第
二
析
所
収
｡

(2
9
)

墓
湾
中
華
苔
局
t

T
九
七
三
年
O

(

3
0

)

江
西
教
育
出
版
杜
へ

1
九
八
九
年
O

(
31
)

董
乃
斌

｢唐
詩
人
許
津
生
午
考
索
｣
(
『
文
史
』
二
六
輯
'

1
九
<
六

年
)
や
'
王
達
彦

｢
関
手
許
環
的
家
世
輿
籍
貫
｣
(
『江
漢
論
壇
』

1
九

八
九
年
五
期
)
な
ど
参
照
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
32
)

｢公
子
里
中
時
'
在
雲
陽
罪
西
亭
蓮
池
､
遊
覧
盤
恒
.
至
是
'
駿
離

日
久
'
而
時
時
憤
想
｣.
ち
な
み
に
'
同
書
は

｢庸
雲
陽
許
滞
用
晦
背
｣

と
す
る
｡

(
33
)

許
津

｢寄
首
塗
李
遠
｣
詩
に
も

｢震
陽
｣
の
語
が
見
え
る
が
'
こ
れ

は
普
塗
鯨
の
菖
名
ら
し
い
.
『唐
才
子
停
校
聾
』
雀
七
㌧
李
遠
の
候
(莱

超
然
執
筆
)
参
照
｡

(
3
)

吉
川
弘
文
指
､

山
九
六
九
年
再
版
.
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(
35
)

人
民
郵
電
出
版
社
'

1
九
八
六
年
｡

(
36
)

燕
京
大
撃
歴
史
塑
合

『史
孝
年
報
』

1
巻
第
五
期
'

1
九
三
三
年
o

(
37
)

杜
紫
絵

･
杜
諸
宗

『
中
晩
唐
詩
叩
弾
集
』
巻
六
の
題
下
江
.
王
仲
錆

『
升
席
詩
話
萎
諾
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
'

1
九
八
七
年
)
巻
十
.

(
38
)

孫
琴
安

『店
七
律
詩
精
評
』
(
上
海
敵
倉
科
畢
出
版
社
'

1
九
八
九

年
)
所
引
｡

(
39
)

藤
堂
明
保

『
漢
字
語
源
尉
典
』
(
畢
燈
敢
'

1
九
六
五
年
)
に
い
う

｢開
閉
自
在
の
扇
子
は
'
明
代
に
日
本
か
ら
輸
出
し
た
も
の
で
'
在
来

の
扇
は
-
ち
わ
形
で
あ
っ
た
｣
(
五
三
九
頁
)
と
0

(
40
)

羅
時
進

｢
許
滞
千
首
浸
興
他
的
併
致
思
想
｣
(
『畢
術
月
刊
』

一
九
八

三
年
五
期
)
に
よ
れ
は
､
『
全
唐
詩
』
所
収
の
五
三

1
首
の
う
ち
'
｢
水
｣

字
を
用
い
た
も
の
が
二
〇
〇
首
へ
｢
雨
｣
や

｢露
｣
な
ど
の
字
を
用

い
た
も
の
が
二
五
一
首

あ
り
'
両
者
で
全
詩
の
八
五
パ
ー
セ
ソ
ー
を
占

め
'
ま
さ
に
f
つ
の

｢
辞
漣
波
的
世
界
｣
(
ぴ
し
上
ぬ
九
の
世
界
)
と

許
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
は
'
許
洋
の
節
供
し
た
縛
宗

(
南
宗
)

に
お
け
る
水
の
イ
メ
ー
ジ

(清
浄
無
堤
で
'
湛
然
と
し
て
恒
に
静
か
な

る
最
高
の
境
界
'
普
-
衆
生
を
済
度
す
る
聖
な
る
物
)
が
'
そ
の
境
涯

(早
年
の
水
郷
生
活
や
窮
旅
の
生
涯
)
と
と
も
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
だ
t
と
｡

(

41

)

曹
林
梯
校
注

『
呉
地
記
』
(江
蘇
古
籍
出
版
社
'

一
九
八
六
年
)
の

荘
樺
に
よ
る
｡

(
4
)

(41
)
に
よ
れ
ば
'
隅
の
大
業
四
年

(
六
〇
八
)
､
太
守
の
李
額
の
創

建

で

あ
る
｡

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
樺
補
訂
的

(
植
木
)

(
43
)

拙
著

『
唐
詩
の
臥
土
』

1
五
六
貢
参
照
o

(4
4
)

自
詩

｢初
到
郡
鱒
､
寄
鑓
湖
州

･
李
蘇
州
｣
や
'

｢
登
間
門
閑
望
｣

詩
な
ど
｡

(
45
)

許
揮

｢憶
長
洲
｣
詩
に
も
'

｢香
笹
小
娘
通
'
菱
歌
達
故
宮
｣
と
見

え
る
｡

(
46
)

小
島
宏
之

『古
今
集
以
前
』
(塙
書
房
'

一
九
七
六
年
)
二
二
四
頁

以
下
参
照
.

(
47
)

早
稲
田
大
撃

『
比
較
文
学
年
誌
』
第
十
五
瀕
'

1
九
七
九
年
.
な

お
'
同
論
文
で
見
落
し
た
杜
韻
の
古
い
用
例
を
二
つ
補

っ
て
お
き
た

い
｡
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
に
収
め
る

｢
子
夜
四
時
歌
｣
(晋
宋
弊
蔚
)

の
｢春
歌
二
十
首
｣
其
六
に

｢
杜
牌
竹
袈
鳴
'
梅
花
落
満
道

｣
と
あ
り
'

同
其
十

一
に

｢新
燕
弄
初
調
'
杜
購
読
農
鳴
｣
と
あ
る
｡

(
48
)

川
口
久
雄
編

『古
典
の
壁
容
と
新
生
J]
(明
治
書
院
'

一
九
八
四
年
)

所
収
｡

(
49

)

小
野
蘭
山

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
五
､
杜
鴎
の
候
も
参
照
.

(

5
0

)

『青
木
正
兄
全
集
』
(春
秋
社
t

i
九
七

1
年
)
第
八
巻
所
収
.

(
51
)

岡
西
鳥
人

『
本
草
概
説
』
(創
元
社
'

1
九
七
七
年
)
七
六
頁
以
下

参
照
｡

(
52
)

よ
り
古
く
は
'
宋
の
唐
憤
徴

『歪
修
政
和
緩
史
謹
叛
備
用
本
草
』
巻

十
九
に
見
え
る
｡

(
53
)

入
谷
仙
介

｢
陸
落
と
葺
｣
に
も
い
う
'
｢蛍
は
月
食
で
も
季
夏
で
あ

り
'
車
胤
の
逸
話
で
も
'
ま
た
'
俳
句
の
季
題
で
も
'
現
代
の
我
々
の

感
覚
で
も
'
す
べ
て
夏
の
も
の
で
あ
る
が
'
(南
舞
の
)
謝
跳
以
後
､
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(
54
)

(
55
)

(
56
)

(
57
)

中
国
詩
文
論
叢

第
十
二
集

中
園
の
詩
で
は
'
秋
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
-
な
る
｣
と
｡

早
稲
田
大
草

『東
洋
文
筆
研
究
』
第
十
七
競
'

一
九
六
九
年
｡

『中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
集
t

l
九
八
四
年
｡

『野
草
』
第
二
七
競
'

1
九
八

1
年
｡

ち
な
み
に
'
本
候
の
川
口
講
は
'
同

『
文
庫
』
本
の
な
か
で
'
す
で

に
訂
正
さ
れ
て
い
る
｡




